MIRS2010 第５回　実施スケジュール

　　　　2010/5/14
１３：０５～

　各種ポート取付けパネルの加工およびボードテストに関する説明（１５分）

１３：２０～

　機械加工　２～３名

　ボートテスト　５～６名

１４：５０～　ケーブル取扱いに関する説明　【教室】（川上）

　ケーブル製造説明会　２～３名【工作室】（川上）

　競技会プロジェクト　【江上研】
　不良ボードの原因調査を行う。

　ボードテストが終了したら、組立作業に入る。

■ボードテスト

・正常と仮定するもの

　CPUボード＋FPGAボード、モータ＋ロータリエンコーダ、センサ（白線、タッチ）

・テスト対象ボード

　電源ボード、ドータボード（上、下）、モータ制御ボード、超音波センサボード

・ケーブルチェック（結線、導通）

　目視、テスター

・標準機によるテスト

　センサ（白線、タッチ）

　モータ制御ボード

・電源ボードテスト

　　使用するもの：電源ボード、バッテリー、バッテリー接続ケーブル、テスター

　　制御用、モータ用にそれぞれ以下の出力が得られるかを確認する。

　　制御用出力5V、モータ制御用出力6V

・ドータボードテスト

　　上段ボード

　　　タッチセンサ、モータ制御ボードを取り付ける。

　　　（タッチセンサポートは２つ以上正常ならＯＫ，そのポートのチェック）

　　　（モータ制御ボードの出力をテスターで確認する。）

　　下段ボード

　　　白線センサを使って、各ポートをチェック。

　　　（４つ以上使えるポートがあればＯＫ，どのポートが正常化をチェック）

　テストプログラム

　　/home/mirs/src/mg3_std_program/test

　モータポートテスト

　　　（最初に ./motor_start, ./motor_restart を実行）

　　　./motor_start

　　　　左右のPWM値を与える。(0～128)

　センサポートテスト

　　　./irs_ts_ws_test

　　　（非接続ポートは常に１となる。）

・超音波センサボードテスト

　　./uss_test

　　親機 、子機の両方or片方が異常の場合　

→　異常のボードのPICデータの書き換えて、再テストする。

■ボートの実施手順

１．ケーブル確認とケーブルチェック

２．電源ボードテスト

３．標準機によるテスト

　　白線、タッチセンサ

　　モータ制御ボード（左右）

４．ボードテスト環境構築

　　安定化電源（設定電圧８Ｖ）、電源ボード、CPU＋FPGAポート、各種接続ケーブル

５．ドータボードテスト

・正常動作しなポート）をチェックする。

６．超音波センサボードテスト
